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はじめに 

 本報告書では、2025 年度に発災した地震の被災状況調査の結果を記載しています。2025

年度に実施した調査は 1件でした。以下に、調査結果を示します。 

 

１．2025年 12月 8日 23時 15分頃に発生した青森県東方沖の地震による被災状況調査 

この地震（青森県東方沖の地震）は、深さ約 55km、マグニチュード(M)7.5で、青森県で

最大震度 6強を観測し、負傷者が出るなどの被害を生じました。また、この地震により青森

県三八上北で長周期地震動階級 3を観測しました 1)。発震機構は西北西―東南東方向に圧力

軸を持つ逆断層型であり、発震機構及び震源の深さから陸のプレートと太平洋プレートの

境界で発生した地震と考えられています 1)。 

本調査の対象地域は北海道・東北ブロックであり、具体的な調査方法等は以下の通りです。 

 
Ⅰ．調査方法 

１．対象：2025年度災害連携教員 北海道・東北ブロック（岩手県・青森県・秋田県のみ） 

11校 

２．データ収集方法：グーグルフォームを用いた Web調査 

３．期間：2025年 12月 17日（水）～2025年 12月 26日（金） 

 

Ⅱ．結果 

１.回答数：9校（回収率 81.8％） 

ブロック 回答校数 内訳 

北東北ブロック（岩手県・

青森県・秋田県） 

9校 岩手県 3校、青森県 3校、秋田県 3校 

 

２．「2025年 12月 8日 23時 15分頃に発生した青森県東方沖地震」による被害について 

被害の有無 学校数（％） 

被害がなかった 5校（55.6％） 

被害があった 4校（44.4％） 

 

３．被害があった大学の状況 

設問項目 被害・影響状況 

上下水道等（ライフライン）の

被害 

・1日断水、トイレも使用不可 

・女子トイレで漏水 

授業・実習の継続について 【授業関連】 

・電車が運休、トイレが使用不可のため 1日休講 

・JRの遅延のため、学生数名が遅刻 

【実習関連】 

・JRの遅延のため領域実習先に到着不可、自宅学習 

・3領域の実習で計 20数名が遅刻、その後実習開始 

・一部の学生には実習施設への移動費用を補助 
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４．その他 

・北海道の大学でも、公共交通機関の運行中止および削減による遅刻で学生・教職員の登下

校に影響があった。 

・宮城県の大学からは、大学ホームページより「被災により今後の学生生活に支障のある方

は、被害状況の報告と支援について相談」するよう学生にメッセージを流しており、現在、

集計中にて、内容はまだ把握できていないとの情報が提供された。 

 

 

 

引用 

1)地震調査研究推進本部地震調査委員会.(2025).2025年 12月 8日青森県東方沖の地震の評

価（令和 7年 12月 25日公表）. 地震調査研究推進本部. 

 https://www.static.jishin.go.jp/resource/monthly/2025/20251208_off_aomori_2.pdf 

学生・教職員の登下校への影響

について 

・JR遅延により通学へ影響 

・登校時、JR遅延の影響で学生が遅刻 

・電車の運休により通学不可 

・JRの遅延（新幹線通勤）のため大学に通勤不可 

・翌日から通常通り勤務可能 


